
 

パスタ遺伝学 

 
学習目標：祖父母-両親-子どもの遺伝子の受け継がれ方を学ぶ 
 
本コンテンツでは、第 1世代 2組の祖父母の遺伝子に見立てた 4色 4 種類のパスタを使用し、遺伝

子の受け継がれ方を第 2世代、第 3 世代まで観察するプログラムである。第 3世代では、同じ両親から
生まれた子どもの遺伝子が異なることを確認できる。 

 
 

資料１ シナリオ 
シナリオを希望する方は制作者に連絡してください。 
 

資料２ 配布資料（ワークブック 一部抜粋），家系図 
 
資料３ 教材（作成方法） 
 
 
 
 
＊本コンテンツは、ワシントン大学の遺伝教育プログラム等を翻訳し、日本の文化や子どもたちの興味
を考慮して改変したプログラムです。別で紹介する「PTU の味」「特徴探し」、「遺伝の木」、「特徴ゲ
ーム」、「つまようじの魚」のコンテンツと組み合わせて、ワークショップを構成することもできま
す。 http://www2.am.nagasaki-u.ac.jp/genetic/pdf/gep.pdf 

 

http://www2.am.nagasaki-u.ac.jp/genetic/pdf/gep.pdf


資料１ シナリオ（抜粋） 

 
 
  



資料２ 配布資料（ワークブック 一部抜粋） 

 
     家系図 

 



資料３ 教材（作成方法） 
パスタの作成 
4 種類のパスタを準備 カラーはアクリル絵の具 4 色 
①アクリル絵の具２：水１くらいの割合で溶液を作る 
（大きめの容器に） 
②パスタを入れて、そっと混ぜる。 
 強くすぎると割れる。 
 長く浸すとふやけるので素早く！ 
③ビニールシートの上に、②で余分な溶液を 
落としながら、並べる。（手袋をつけて） 

④そのまま 2～3日乾燥。 
⑤スプレーニスをかけ、さらに乾燥させて完成 
＊アクリル絵の具は濃すぎるとひび割れます。 
適度な濃度を探してください。 

     （写真が 1人分のセットです） 
 
 
 
 
コップに おじいさん１ おばあさん１ 
     おじいさん２ おばあさん２ 
     おとうさん  おかあさん 
 と記入し、コップの中のパスタと同じ色に 
なるように、上部にカラーテープを貼る 
  （写真が 1 人分のセットです） 
 
 
 
 
資料２の家系図は、第 2世代（おとうさん、おかあさん）までは、事前に色を塗っている。 
第 1世代→ 第 2 世代 に遺伝子が正しく受け継がれたかを確認する。 
こどもは、こどもの遺伝子が決定するたびに、色を塗って記録する。記録後に遺伝子は、第 2 世代のコッ
プに戻し、計 4 人の子どもの遺伝子を決定し、遺伝子の組み合わせ（遺伝子の色）を比較する。 
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